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小野道風誕生

1050 年祭奉賛会

委員長 安藤直太朗

昭和 19 年 11 月 12 日

５ 小野社と顕彰活動

(１) 住民と道風さん

毎年 11 月 3 日の文化の
日には「道風祭」が開催さ
れます。

松河戸では、古くから小
野道風公の顕彰活動(道風
祭)を行ってきましたが、現
在の小野道風顕彰活動の契
機となったのが、昭和 19
年（1944）11 月 12 日に開
催された「道風祭、小野道風公生誕 1050 年祭」でした。

(11 月 12 日は道風公の命日です、戦後、文化の日が制定されてから 11 月 3 日に開催)

太平洋戦争末期の混乱のなかにもかかわらず、全国から書家・歌人・詩
人らの文化人が多数参加し、道風をたたえる内容の詩歌や書作品が奉納さ
れる盛大な祭典でした。

戦後、「小野道風公遺跡保存会」を新たに結成して、毎年 10 月 3 日文
化の日に道風祭を開催しており、10 年の節目には記念大会が開かれてき
ました。

また、昭和 60 年～平成 20 年には、道風祭時に野外揮毫大会も開催され
ました。

松河戸の人々は、地元が生んだ偉人である道風公を、”道風さん”と
呼び親しみ、古くから道風公の屋敷跡といわれる現在の道風公園内の小
野社に「道風武大明神」を祀ってきました。

しかし、もう一つ白山神社の境内社としての小野社があることはご存じでしょうか。
なぜ、この様な所に、同じ「道風武大明神」を祀った祠があるのでしょうか。
道風公園の小野社との違いは何でしょうか。
何故か深いわけがある様に思えます。

小野社の歴史をたどって、地元が生んだ偉人である道風公を、「道風武大明神」とし
て祀って、顕彰活動を行ってきた松河戸の人々との関りについて調べてみることとしま
した。
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小野朝臣(道風)遺跡の碑    昭和 6 年

小野社の社殿はなく、「小野朝臣(道風)遺跡之碑」が立っている。
２本の石柱は、戦後、県道拡張で撤去され白山神社境内に保管されて

いましたが、区画整理後、現在の場所(P3 図)に戻されました。

松河戸の案内しおり  大正から昭和にかけて

松河戸の案内パンフレット

大正から昭和にかけて顕彰活動に力を入れていた様子がよく分かる。

(２) 道風公顕彰活動

➀ 戦前の顕彰活動

道風公園内の南側、県道松河戸西枇杷島線
沿いに小野社の社殿があります。

ここには、尾張藩の儒学者である秦鼎(は
たかなえ)（1761～1831）撰文の「小野朝臣
(道風)遺跡之碑」が文化 12 年(1815)に建て
られ、「松河戸の村民はみな道風がここで生
まれたということを伝えている」という内容
が刻されています。

この場所は、道風公の屋敷跡として伝承さ
れており、明治末まで、その場所に八幡
社の境内社として小野社「道風武大明神」
が祀られていました。

大正元年に「１村 1 社合祀令」により、八幡社の祭神である応神天皇は白山神社に合祀
され、八幡社の境内社であった小野社「道風武大明神」についても白山神社の境内社とな
りました。

しかし、松河戸にとってこの場所は特別な
存在であり、小野社「道風武大明神」はなく
とも、この場所は「道風公の屋敷跡」として
大切に保存され、道風公の顕彰活動が盛んに
行われてきました。

そして、大正４年(1915)に、
「御大典記念を祝して、愛
知県より「小野道風公誕生
地」の石碑が建てられまし
た。

昭和初期には現在の道風
公遺跡保存会の前身となる
「道風公出産地保存会」が
設立され、その趣意書には、
松河戸に道風公関連施設の
建設、道風公の命日に祭典を
行い、書道展覧会や講演会を
開催することなどを会の目的とすることが記されています。【参照 下記、道風公出産地保存会趣意書】
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昭和 21 年に、小野社を復帰して現在の社殿が設
けられ、昭和 29 年３月に県史跡指定された。

真ん中の石柱(石碑)は、大正４年に 10 月に愛知
県より「小野道風誕生地」の石碑が建てられた。

写真は、旧小野社 昭和 50 年頃

松河戸の案内パンフレット

大正から昭和にかけて、顕彰活動に力をいれていた様子が分かる。

このことを受けて、松河戸の文化の象徴として、昭和４年９月に観音寺山門前の小野道
風公のｺﾝｸﾘｰﾄ立像が建立されて、松河戸を紹介するﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ、しおり、絵葉書なども作られ、
顕彰活動が盛んに行われました。

➁ 戦後の顕彰活動

戦後になると、白山神社の境内社となっていた小野社
「道風武大明神」を、元あった道風公屋敷跡に戻そうと、
昭和 21 年に、白山神社の小野社から分霊して現在の社
殿が設けられ、34 年ぶりに道風公屋敷跡に小野社「道
風武大明神」が戻ってきました。

「道風武大明神」の社殿は、昭和 15 年 5 月に建て
られた小野小学校の御真影の奉安殿でした。

国家神道と学校の分離を求める占領軍の指示によ
り、終戦後、撤去するように命令されましたが、総
檜造りで他に類のない立派なもので、取壊すにはしのびずそのままの姿で、「道風屋敷跡」
といわれている現在の場所へ社殿として移したものです。

昭和 29 年には小野道風公誕生地が愛知県指定文化財史跡第１号に指定されました。
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道風公園造りで住民総出の奉仕活動 昭和 30 年

完成した道風公園 昭和 31 年頃

住民総出の勤労奉仕や浄財をもとに、昭和 30 年当時
春日井唯一の公園として道風公園が完成した

翌 31 年には市内の小中学生の寄付で普段の努力の大
切さを教える「柳に跳びつく蛙」の寓話にちなんだ「道
風カエル」が設置された。

蛙の像の台座には「たゆまぬ努力 成功のもと」と蛙
の説話にちなんだ言葉が書かれている。

道風誕生地の県史跡指定がされたことで遺
跡跡探求の人や学生団体など見学者が増えま
した。

そこで境内の狭さや不体裁さを整備する機
運が高まり、道風誕生 1060 年祭の記念事業
として公園造成、道風記念館建設など、公園
や記念館を整備しようと、保存会が中心とな
って全国に趣意書で呼びかけ、住民総出の勤
労奉仕や浄財をもとに、昭和 30 年当時春日井
唯一の公園として道風公園が完成しました。

道風公園が完成すると、小・中学校の遠足や社会学習の目的地にもなり賑わいました。
そして、道風公遺跡保存会が中心となり、道風公の顕彰活動とともに、小野社に祀られ

ている「道風武大明神」を大切に守ってきました。

左、完成した旧道風公園と「道風カエル」

上、道風カエルの台座の拓本

写真 昭和 31 年

昭和 30 年 道風公園と旧道風記念館の完成を区民で祝う。 左写真の左側に見えるのが旧道風記念館
右側に NHK の中継車がある。  NHK のど自慢大会やもち投げも行われた。     右側の写真は餅投げ

小学校の遠足で賑わう 奥に「道風カエル」が見える
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現在の道風公園南にある移転された小野社

正面が南から東に変ったが、同じ場所に建ってい
る。しかし御神体はない。

小野社(白山神社の境内社)

五社殿の真ん中にある。

(３) 二つの小野社
今回の区画整理が行われるまでは、道風公園の小野社と、白山神社の小野社の２つの

「道風武大明神」が存在していたことになります。

➀ 道風屋敷跡史跡文化財としての小野社

区画整理により、道風生誕地といわれる小野社は道風公園内となり、その土地は、白山
神社から市の管理する公園の土地となりました。

そこで、市から公園内の小野社の祭神を移すよう指示があり、御神体は白山神社の境内
社である小野社の祠に移されました。

そして、その土地の上に建つ小野社の社殿(元小
野小学校の奉安殿)や、石碑、木々については松河
戸区が所有し、遺跡保存会が維持管理することとな
りました。

(平成 22 年 3 月 10 日の 3 団体会議 区長、氏子総代長、
遺跡保存会会長にて)

松河戸としては、この小野社に御神体が無くなる
のを拒みましたが、市としては、この場所は道
風公屋敷跡の史跡文化財であって、ここに「道
風武大明神」が祀られるとなると、「政教分離」
に反するという考えから祭神を移すよう指示があったとのことです。

今までは、県史跡の土地所有者は白山神社で、その上に小野社「道風武大明神」が建っ
ていたので問題はなかったのですが、その様な理由で、現在、公園の小野社には御神体は
ありません。

➁ 白山神社境内社としての小野社

白山神社本殿の西側にある境内社のひとつで、五社殿の真
ん中にあり、祭神は「道風武大明神」で、小野道風公ゆかり
の地、京都の北区杉坂道風町の神社の道風神社の祭神も「道
風武大明神」です。

大正元年に「１村 1 社合祀令」により、道風公屋敷跡の八
幡社の境内社であった小野社「道風武大明神」については、
白山神社の境内社となりました。

戦後、昭和 21 年に元あった屋敷跡に小野社を復興して小
野道風公を祀っていましたが、区画整理後、市の指導により
道風屋敷跡にあった「道風武大明神」は再び白山神社に戻さ
れました。

京都の北 区杉坂 道風町の
道風神社本堂
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(４) 御神体がない小野社
戦後、占領軍の指示により、御真影返還、奉安殿取り壊し、神道関連の記述の教科書からの

削除など、国家神道と学校の分離がされました。
(現在、当時の奉安殿が残っているのは、春日井では松河戸の小野社と、退休寺(大泉寺町)に旧篠木小学

校の奉安殿が位牌堂として、泰岳寺(上条町)に旧鳥居松小学校の奉安殿が経蔵とし移築されている。)

また、「政教分離」がされ、信教の自由が保障されましたが、行政は宗教とは関わらないこと
となります。

小野社の土地が、市が管理する公園の土地となり、市の指導により祭神は白山神社に移され
ました。

白山神社の境内社である小野社をご存じない方も多いと思いますが、道風公園の道風屋敷跡
の小野社には、道風記念館の催しの帰りに、親子連れで立ち寄る姿をよく見かけます。

そして、御神体のない小野社に向かって、「字が上手になりますように」と拝んでいる姿を見
かけます。

この様な姿を見るに付け、以前のように小野社に「道風武大明神」を復帰して小野道風公を
祀りたいと思う人も多いのではないでしょうか。

なぜ、小野社が建っている区域だけでも神社の土地として残せなかっただろうか?……。

(平成 22 年３月の３団体会議の内容をみてみると、神社庁は「神社地の上にある物は神社(神社庁)のもの
である」との考えであった様で、しかし、松河戸としては、その土地の上にある小野社(奉安殿)や石碑な
どは松河戸の住民の手で設置したものであり松河戸区民のものであり神社(神社庁)のものでない。」との主
張であった。よって市に委ねたとも考えられる。

この様な問題が起ったのは、戦前の白山神社は松河戸自治会の中に置かれていたが、戦後は宗教法人と
して神社庁の包括下に組み込まれたことによる。)

【ここからは個人の感想です】

今、宗教とは名ばかりの新興宗教が問題になっていますが、それらは論外ですが、
自然崇拝、祖先崇拝として縄文の昔から自然を祀り、村の氏神様、鎮守の神、産土神として祀
ってきた教祖も教典もない白山神社のような村の神社も、一括して「宗教法人」として組み入
れられたことには、いささか無理があるように思われます。

また、昔から地域の人達は、この地で生まれ三蹟にもなった道風公を誇りに思い、「道風さん」
として慕い敬い、道風公顕彰活動を行い、その道風公を「道風武大明神」として祀り、「道風公
のように字が上手になるように」と願うことは、地域発祥の文化ではないでしょうか。

春日井市が宗教と離して、この土地を史跡文化財としてのみ保存したいのは分かりますが、
市が道風公を活用して、市のシンボルとして活性化を図るのも文化であれば、松河戸区が管理
する小野社の社殿に「道風武大明神」を祀って書道の上達を願うことも文化ではないでしょう
か。       

― 11 月 3 日文化の日に行われる道風祭から思うこと ―
松河戸文化科学探求隊

隊長 長谷川浩
080－3657-7052

松河戸町の沿革ホームページ
http://matsukawado.com/


